
令和７年度１１月補正予算の概要

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わないことがある

(財源内訳) 国庫支出金 3,443 寄附金  15 諸収入     174 使・手数料 4
県      債 2,759 繰入金 162 分・負担金  56 財産収入   0
 繰越金   1,024

【補正規模】 （単位：百万円）

・現計予算額 917,615（①）

・今回補正予算額 7,637（②）

１１月補正後予算額（①＋②） 925,251（①）

当初  844,796,546
３専①      3,864
６補冒頭②  8,203,684
６補追号③  1,029,547
補正合計     9,237,095
６補(追)後 854,033,641
８専  8,580,489
８専後  862,614,130
９補(冒)     4,932,054
９補(冒)後 867,546,184
９補(追)  50,068,556
９補(冒+追) 55,000,610
９補(追)後 917,614,740
11補(冒) 7,636,526
11補(冒)後 925,251,266

今回11補の豪雨分(うち一財) 3,483,653(76,675)
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H28熊本地震 R2.7月豪雨災害
新型コロナ感染症

※11月補正（開会日が12月の場合は12月補正）は各定例会への提案分
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1１月補正額 76

４～9月補正額 728
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○ 令和７年８月豪雨がもたらした甚大な被害から速やかな復旧を図るための事業や、当初予算編成後の状況変化に伴

い対応が必要となった事業について、補正予算を計上

令和７年度１１月補正に係る主な事業
予算額76億37百万円(11億円）
※( )内の計数は一般財源。以下同じ

1  被災者の救済、生活支援
 (1) 被災者の生活再建及びすまい確保に向けた支援 ★

  9百万円(9百万円)

2  産業復興支援
 (1) 私立中学校・高等学校への支援      1億3百万円(0百万円)
   被災した私立中学校・高等学校施設の復旧に対する支援

3  社会・産業インフラの機能回復 ★   29億13百万円(57百万円)

4  その他 ★
(1) 東京ど真ん中から実施する熊本の情報発信     15百万円(－)
   災害からの復旧・復興に取り組む熊本の情報発信に要する
経費

Ⅰ 令和7年8月豪雨からの復旧

41億53百万円(10億24百万円)

（主な内容）★…個別資料あり

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わないことがある

Ⅱ その他

34億84百万円(77百万円)

1 施設管理等関係分     限度額 147億61百万円

2 工事関係分（ゼロ県・ゼロ国等）   限度額 91億43百万円

3 その他  限度額 63億62百万円

Ⅲ 債務負担行為の設定

３

★

1  公共土木施設の災害からの復旧  23億26百万円(82百万円)
 令和4年及び5年に被災した公共土木施設（河川、砂防設備、道 
路等）の復旧に要する経費

2  職員の時間外勤務手当の増額    6億83百万円(6億82百万円)
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